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• 古来より竹においては日用品の
材料や食材など人々の生活に
欠かせない存在であった。

• 我々の生活においても少年期に
おいては生活の周りに竹製品が
溢れていたが、プラスチック製品
や金属製品などの安価で耐久
性のある製品が現れることによ
り、生活の周りから自然と消えて
いった。

1.放置竹林問題の現状



• その生活様式の変化が、人々の生活に
密着して維持されてきた里山に変化をも
たらし始めた。また、戦後の燃料革命と
共に、薪や木炭が使われなくなると、里
山を利用したり、手入れをしたりする人
が減り、竹林を含めた里山が管理され
なくなった。

• さらに1980年代以降、安価なタケノコが
中国から輸入されるようになり、栽培農
家の高齢化も相まって、タケノコが掘り
出されることが少なくなり、各地で繫殖
の旺盛な竹が勢力を広げ、森林や農地
などに侵入拡大している。最近では全
国的に竹林の拡大による森林の荒廃が
問題となっている。



• (1)周囲への侵入・拡大

• 樹木は竹と同じ樹高となるまで最低でも10年必要であるに対し、竹は僅か２～３か月で10～20ｍに
成長する。竹は樹高成長した後に葉を出すことから、成長に光を必要とせず、空間を埋める速さの
競争でも他を圧倒している。

• (2)里山景観の変化

• 放置竹林は周辺の森林に侵入・拡大し、樹木の上に竹の樹冠を形成して光が当たらなくし、樹木を
枯らすなどの悪影響を及ぼす。

• (3)生物の多様性の低下

• 竹類が優先する林内では高密度に密生する為に林内が暗くなり、下草が生えず他の樹木が育たな
くなる為、植物層が単純になる。また、鳥が営巣したり採餌したりする空間がなくなり、昆虫の種数・
個体数や種子・果実等をつける樹木の種類や数も減少してしまうことが考えられる。

• (4)保全機能の低下

• 竹林で地表30cm程度までに地下茎が集中し、斜面及び地下茎に沿った水の流れが多く

• なり、地下深くに行く水の浸透が少なくなるため、保水機能の低下が懸念される。さらに手入れされ
ず放置された荒廃竹林では地下茎が枯死して浅い根になり、林床には植生が少ない為、土壌侵食
や土砂崩落の危険性が高くなる。



このように放置された荒廃竹林が、環境に及ぼ
す悪影響を少しでも食い止め、何か生活に役立
つものが作れないかと考えた結果、竹炭焼に取
り組むことにしました。



• 2.竹炭焼の手順

• ①窯から煙突の通気が確保
されており、かつ煙突との繋
ぎ目に漏れが無いことを確
認する。

• ②窯の外側をグラスウールシ

ートで覆って保温する。



• ③窯の中に乾燥させた竹を
いっぱいに詰める。

• ⑤30分から2時間で窯の竹
に火が付き、竹の炭化が始
まると湿度の高い白煙がも
くもくと勢いよく出てくる。

• ④焚口で火を起こして薪を
焚く。



• ⑥炭化工程が開始すると、
薪を焚くのをやめても煙の
勢いが落ちなくなるので、薪
を焚くのをやめて、焚口を間
隔５センチほど残して閉じる。



• ⑦窯の中では竹が酸素の少ない状況下で
燃焼しながら徐々に炭化が進行していく。焚
口の間隔を広げて酸素の供給量を増やすと
炭化の進行が早くなるが、燃えすぎて「消し
炭」に近い炭となってしまう。間隔を狭めると
炭化速度は遅くなるが、硬い「良質炭」が焼
ける。ただし、酸素の供給が少なくなりすぎ
ると火が消えて炭化も停止してしまう。



• ⑧この状態でしばらく煙の状態を観察する。しかし煙
突への接続部が土や竹で塞がれて煙の排出が滞る
と、外部から空気も吸い込まれなくなって火が消えて
しまう事がある。

• ⑨炭化工程では生竹が燃焼・分解して多量の水分
が生成し、湿度の高い白い煙となるが、炭化が進ん
で生竹の比率が少なくなると水分が減少し、煙の色
が青みがかってくる。さらに炭化が進んで完全な炭
になると燃焼しても煙が出なくなる。



• ⑩煙突からの煙が透明になったら、窯の中の火を消
すために焚口を完全に閉じる。煙突から空気が逆流し
て入ってこないように、煙突出口をアルミホイルで密閉
する。ドラム缶上部の竹投入口蓋や焚口を閉じる。鉄
板部分に僅かでも隙間があると炭が燃え続けるので、
土をかぶせて空気を完全に遮断する。

• ⑪この状態で窯の内部が十分に冷却され
るまで待ってから窯を開ける。

以上が竹炭焼に取り掛かる前に資料等で調
べたり、先輩方の経験を基に計画した手順
です。



• 3.竹炭の炭焼体験。

• １回目の炭焼を昨年12月中にやりた
いとの気持ちで日程を決めたところ、
現在の窯と、いろいろの本から学んだ
窯との違いを洗い出し、本から学んだ
窯との違いをリストアップしました。最
初に燃焼室と炭化室の境に邪魔板を
作る事にしました。

• 2月15日

• 1回目の炭焼の準備となりました。一
番最初に邪魔板を作り窯に取り付け
ました。窯の中に無造作に竹を詰め
込みいっぱいにして蓋をしました。



• 2月16日朝9時火入れとなり、やっとここ
までたどり着いたかと思うと少し安心しま
した。窯のガスの流れが悪いようなことが
先輩の資料にありましたので、ブロアー
を使用しました。ところが竹材の詰め方
が悪く、やっと1時間後に白い煙が出始
めました。ブロアーで空気を送り続けると、
10時45分煙の温度が80℃になりました。
目標の温度は83～85℃（窯の中の温度
が300℃）以上になる事です。14時45分
に煙の色が透明になり、焚口に蓋をして
密閉する、煙突も密閉する、これで二日
目の作業終了、燃焼時間6時間30分。



• 2月19日

• 窯出しを、全員が楽しみに、窯を
開けてみると、一見大成功と思え
る様子ですが、炭を出してみると
底のほうに、焼残りの竹が30％ぐ
らいあり目標の90％に届きませ
んでした。



• 2回目の炭焼の準備に入り、
特に注意したのは炭化室内
でのガスの流れで、その平
均化を考え竹材を詰め込み
ました。1回目で30％の未燃
の竹材が発生したので、竹
材を少し減らしました。



• 2月20日

• 朝9時に火入れ、すぐに白
い煙が煙突から出てきま
した。今回は、ブロアーを
使用しませんでした。

• 11時20分煙の温度が
60℃白い煙。12時30分
67℃。今回は団扇で煽ぎ
続けないと窯の温度が下
がる現象が続きました。15
時55分62℃水蒸気が少し
出るが密閉する。



• 2月21日窯を開けると、前回
と同じくらいの30％ぐらいの
未燃竹材がありました。

• 竹材を減らし、燃焼時間を
30分長くし、炭化室のガス
の流れをよくしても、未燃の
量が減らない。炭焼の現場
でできることは、時間の延長、
排気の出口側に邪魔板の
設置ぐらい。



• 3月13日3回目の炭焼の準
備。排気の出口側に邪魔板
の設置、窯に竹材（乾燥18
㎏）を入れる。（ほぼ満杯）



• 3月14日8時30分火入れ、9時
白い煙が出始める、今回も団
扇で煽ぎ続ける、4人が交代で
頑張ること9時間、17時30分煙
の温度８７℃焚口、煙突の密
閉をして完了。



• 3月15日

• 窯を開けると、上部の炭は白くなっていた、
焼過ぎである。一方下部では10％ぐらい
の未燃の竹が残っていた。一応目標の
10％は達成しましたが、まだ不満が残りま
す。

• 今度は煙突の太さに問題があるのではと
思い、市民の森に相談したところ、自分達
で改造できるのであれば、やってください。
との返事をもらいました。



• 窯の煙突の改造の図
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• 7月20日

• 煙突の部品がホームセンターにあった
ので煙突の太さを、４０φ→１００φに取替。
午後に竹材のセット。

• ４回目の炭焼を実施。

• 7月21日

• 8時30分火入れ開始、14時15分に煙の
温度80℃、窯を密閉。

• 7月22日

• 炭出し、夏は、冬と違って一晩では窯の
冷却が出来ない。完全に火が消えてい
なかった。窯の密閉も不完全であった。



• 5回目の炭焼

• 7月31日

• 煙道を点検して、手直し、竹材をセットして窯の密閉する。

• 8月1日

• 9:00 火入れ 最初は順調に燃焼していましたが

• 10:10 煙突から煙が出なくなった、いろいろ調べて見ると、

• 12:00 煙道に水が溜まっているのが発見できた、すぐにポン
プで水を汲みだし、再度点火する。煙突を太くしたので、よく燃
焼する

• 18:00 少し白い煙が出るが窯を密閉終了



• 8月4日

• 炭出し 少し窯に熱が残ってい
たが理想の竹炭を焼く事ができ
ました。8月1日の煙道に水が
溜った原因を調べたところ煙道
の改造をして、煙道の位置を窯
の下部にしたため前日の雨で水
が溜ったと考えられます。今回
の竹炭作りの体験で先人たちは
自然をうまく利用していたことに
驚きました。

• 夏の炭焼は炭の冷却が遅い為
良い炭ができませんので、冬場
の作業が好適です。



• 竹炭焼を実施後の後記

• 最初は、5人か6人グループでの取り組みを考えていまし
たが、竹炭焼のテーマでの課題学習の実施は、2人だけ
しか賛同者がいませんでした。しかし、私たち二人は以
前から先輩たちの助言の元、竹炭焼に思い入れがあり、
若干戸惑いながらも実施の運びとなりました。そんな中
クラスの仲間たちの手助けもあり、竹炭の燃焼中の待ち
時間に焼き芋をしたり、餅を焼いたりして楽しい時間を過
ごすことができました。また少人数であったため、集合も
スムーズで、効率良く出来ました。炭焼き小屋も、先輩方
のを利用させていただき、雨が降った時でも、快適に実
施することができました。



•ご清聴ありがとうございました


